
～全ての人に優しいダイバーシ
ティーアイランドOKINAWAを目指し
たホテルをめざして～

株式会社パームロイヤル
代表取締役総支配人
高倉直久

【移動等円滑化評価会議沖縄分科会】
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会社概要

株式会社パームロイヤル

代表者 高倉幸一 高倉直久

【事業内容】

ホテル事業：ホテルパームロイヤルNAHA国際通り

１７０室

太陽光発電所事業：メガソーラー発電所 １６５０KW

駐車場事業：駐車場の管理運営
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社名・役職

株式会社パームロイヤル

代表取締役総支配人施設名：ホテルパームロイヤルＮＡＨA

高倉直久（たかくらなおひさ）昭和５４年１１月２５日 ４０歳

★経歴または会社概要★

沖縄県立首里高等学校卒業、亜細亜大学卒業 UCLA extension

★社外公務団体★ ２０１９年度

（一財）沖縄観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰﾜｰｷﾝｸ（LGBT対応含む） 委員会 委員長

（一社）沖縄県ホテル協会 観光人材育成委員会 委員長兼 理事

（一社）沖縄観光の未来を考える会 副会長

沖縄県ホテル旅館生活衛生同業組合 理 事

（一社）ピンクドット沖縄 理事長

（一社）外国人・日系人サポートセンター 理 事

在那覇クロアチア名誉領事館 事務局長

（一社）アレルギー対応サポートデスク 理 事

（一社）宿泊施設関連協会 沖縄支部 副支部長

国際通り通り会連合会 ホテル部会 副部会長
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バリアフリー化推進に力を入れ
るようになったきっかけ

• ２０１３年にゲイを公表している知人より紹介をうけ、
LGBTのイベントが向かいの広場にてLGBTの啓発活動
に協賛したことがきっかで心のバリアフリーを推進して
いくことになった。

２０１４年

• ホテル旅館として全国初であるLGBTフレンドリー宣言
をおこない館内外にレインボーフラッグ

を設置。来館するお客様へ周知活動を開始
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バリアフリー化推進に関わる施策
①

２０１６年 九州・沖縄地区
初のLGBTの方々に配慮したジェン
ダーフリートイレを設置
元々ハンディキャップ専用のトイレ
をLGBTの方にも使用しやすいよう
に改修。

ピクトグラムにも男性・女性で分け
ない抽象的なデザインを当事者で
あるデザイナーに依頼をし抽象的
なピクトグラムを設置した。

九州・沖縄初のジェンダーフリートイレ
の設置
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バリアフリー化推進に関わる施策②－１

ハネムーンでご来館されるお客様にお部屋のアップグレード
をホテル側からのサプライズプレゼントでサービスを展開して
いたが、同性パートナーにも適用したハネムーンサービスを
拡充した。

那覇市が２０１６年７月より同性パートナーシップ登録制度を
開始し、市の施策を後押しする心のバリアフリーに貢献した。

同性パートナーハネムーンプランの実施
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バリアフリー化推進に関わる施策②－２

沖縄最大のLGBT啓蒙イベント

一般社団法人ピンクドット沖縄主催による
メインイベントに合わせて同性パートナー登
録制度第１号のカップルにパームロイヤル
のプレジデンシャルスイートを提供

今後、同性パートナーの方々が快適に滞在
できるようハネムーンプランとして宿泊を受
入れを継続的に行い当事者における心のバ
リアフリーに貢献した。
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バリアフリー化推進に関わる施策③

定期的にLGBTQマナー講習を実施し、外部講師の招
聘や弊社代表である高倉がマナー講師を担当している。

働く職員にも当事者がいる為、職場内でのバリアを取り
除くこともふまえ継続的に研修を実施している。

新規採用者に当事者がいる場合は事前にヒアリングを
行い総支配人が相談窓口となり働きやすい職場環境に
努めている。

結果として、当事者、非当事者関わらず快適に過ごして
いただけるとのお褒めの言葉や励ましの言葉を頂戴して
おり職員のモチベーション向上にもつながっている。

定期的なLGBTQマナー研修の実施
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バリアフリー化推進に関わる施策④－１

日本初のLGBTアライチャーターフライト

の提案実施

JAL本社の人財本部担当者にピンクドット沖縄
のイベントに合わせたLGBTアライチャーターフ
ライトの提案。

色々なハードルを乗り越えて日本初のLGBT
支援チャーターを実現 LGBT当事者をはじめ
関係者、イベント参加者多数ご宿泊頂き、
LGBT啓蒙活動及び施設の心のバリアフリー
対応に触れて頂き快適な滞在を提供した。
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バリアフリー化推進に
関わる施策④－２

LGBTアライチャーターフライトの取組みは
全国放送でも流れ心のバリアフリー化を目
指す当ホテルをはじめ沖縄県にとても反響
の大きな企画であった。

企画発案・実施に関わらせて頂き、ホテル
として今後も様々なバリアを取り除く企画を
実地していきたいと考えている。

日本初LGBTアライチャーターフライト
の提案実施
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バリアフリー化推進に関わる施策⑤

全国初！！夜間営業中における障がい者、
外国人を中心とした夜間消防訓練を実施

逃げるバリアフリーとして、那覇消防・バリアフリーネット
ワーク会議と共催で実施。ホテル従業員や関係者を含め
約１３０名の人が参加した。

※夜間では日中と比べ人員が少なく万一の火災時に迅速
な対応を要求されることから、障がいをお持ちの方や言葉
の通じない外国人、怪我をした方などの避難誘導にどれだ
けの時間がかかるのかの実証実験も兼ねて実施した。

この夜間での取り組みは世界でも事例がないとのこと。
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バリアフリー化推進に関わる施策⑥

フロントやクリーンスタッフへのバリアフリー及び
防災研修

日中一番客室の身近にいるクリーンスタッフへバリアフリー及び
防災研修を実施。
万一の火災やその他災害が起こった場合の避難誘導を迅速に行
うため、障がいをお持ちの方が宿泊されている場合にその情報を
共有し、災害の際逃げ遅れがないよう施設管理課長や総支配人
のレクチャーを実施している。

13



バリアフリー化推進に関わる施策⑦
一般財団法人沖縄観光コンベンションビューロー
バリアフリーワーキング委員会委員長として県に対し提言書
を提出

２０１８年、２０１９年 約２００団体の会員数である（一財）沖縄観
光コンベンションビューローよりバリアフリーワーキング委員会委
員長にパームロイヤルが委嘱され総支配人が当委員会の委員長
に就任。
多様化するバリアフリー対応としてバリアフリー設備の拡充、食物
アレルギー対応施設の拡充、LGBTQへの支援・啓蒙、ハラール食
対応（礼拝所等の設備含む）
※県はH19に全国に先駆け観光バリアフリー宣言を行った。誰も
が楽しめる優しい観光地を推進
多様性を尊重するダイバーシティアイランドとしての提言をまとめ
県知事に観光提言書として提出し、多様化するバリアフリー化推
進に向けて尽力した。
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バリアフリー化推進に関わる施策⑦－２

パームロイヤルは一般社団法人アレルギー対応沖縄サポートデスク
のメンバーであり、総支配人が理事を務めている。

同じく沖縄県ホテル協会の理事の立場で旅の食事に対してのバリアを
取り除くべく、サポートデスクに対しアレルギー対応研修事業の一部をホ
テル協会で予算化（事業として研修委託）し沖縄県内の施設にアレル
ギー対応食並びに食物アレルギーに関する啓蒙普及に尽力した。

旅の大きなバリアである食物アレルギー対応に向けての取組み
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その他民間・自治体における市民の評価等

・２０２０年
『内閣府沖縄総合事務局バリアフリー化推進功労者表彰』
『第２３回 人に優しい地域の宿作り賞 楽天トラベル賞』
全国旅館ホテル生活衛生同業組合連合会主催 厚生労働大臣賞に
次ぐ上位の賞受賞 全ての人に優しい配慮がなされた
・２０２１年
『国土交通省バリアフリー化推進功労者表彰』
・２０１６年、１７年、１８年、２０年 『Work With Pride』 ゴールド賞
企業等の枠組みを超えてLGBTが働きやすい職場つくりを目指す５つ
の指標最高賞授賞 １６年度ではホテル旅館初の授賞

・２０１７年、１８年、２０年『Expedia LOVES BY GUEST 世界Top

１００』ユーザーが選ぶベストホテルアワードLGBTフレンドリーホテル
部門受賞 アジア地区で４施設のみ
・２０１８年～現在 『トリップアドバイザー那覇のホテル口コミNo１』
人に優しいホテルとしての評価を受け世界最大の口コミサイトランキ
ング１位を2年以上維持している。 16
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社会変革企業としての
ダイバーシティーアイランドOKINAWA構想

パームロイヤルの指針

老若男女、LGBTQ、身体障害者、食物アレ
ルギー等、全ての人に対応できる優しい島を
目指します。

全ての人が自分らしく生きやすい社会つくり
を目指します。

今後も全ての人に優しいバリアフリー化を推
進して参ります。
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☆忘れてはならない
地域貢献☆

常に社会に生かされている
という気持ちを忘れず、

地域へ還元できる企業であ
り続ける事が必要

これからもバリアフリー化推
進はもとより様々なことに
挑戦して参りたいと思いま
す。
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コロナ禍という逆境の中、現在及び将来にわたり有効なブランディング戦略

メディアリリースマーケティングとは？
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ご清聴頂きありがとう
ございました。引き続
きすべての人に優しい
ダイバーシティアイラ
ンド沖縄実現に向けて
尽力したいと思います
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